














It is important to clarify the current income inequalities among small areas in Japan because
of economic and political reasons. However, some restrictions on data about their incomes
complicate detailed analysis of the inequalities. We test the income gaps of Osumi area and
islands area in Kagoshima with bootstrap method. The results show that there are insignif-
icant differences of mean incomes and income inequalities between or within those areas.
Thus, the living place of a family does not have an effect on the income level in Kagoshima.




























表 1 平成 21年全国消費実態調査における鹿児島県調査対象市町村（かっこ内の数字は調査世帯数）
経済圏 市町村名
経済圏 A 鹿児島市 (216)，枕崎市 (24)，指宿市 (24)，日置市 (24)，
いちき串木野市 (24)，南さつま市 (24)，南九州市 (24)
経済圏 B 阿久根市 (24)，出水市 (24)，薩摩川内市 (36)，さつま町 (24)
経済圏 C 霧島市 (48)，伊佐市 (24)，姶良市 (24)
経済圏 D 鹿屋市 (36)，垂水市 (24)，曽於市 (24)，志布志市 (24)，錦江町 (24)
















f (x|θ) = ax
ap−1
bapB(p, q) {1+ (x/b)a}p+q , x > 0. (1)
とする。上記の通り，所得分布の密度関数は，階層分けされたデータを用いて推定する。以下では，
Kleiber et. al.(2003) に従い，最尤法による所得分布関数のパラメータ推定を行う。いま，ある所得の値
xが第 k階層に入る確率を pk と置くと，各階層の度数 nk の組は

















































を複数回繰り返し，得られた代表値の差の集合を昇順に並べ替える。これを D∗ とする。最後に，D∗ と
d を比較し検定を行う。すなわち，有意水準を α%とする両側検定の場合，二つの地域間における代表
値の差 dが，D∗ の上位および下位 α/2%に入るならば帰無仮説を棄却するのである。
*2 ブートストラップ法については，例えば，Davison et. al.(1997) を参照せよ。





α β p q 平均所得 ジニ係数 タイル尺度
経済圏 A-D 3.512 636.436 0.382 1.253 417.125 0.366 0.226
経済圏 D 0.716 13518.899 4.514 54.321 458.376 0.359 0.213
経済圏 E 0.195 117.531 122.095 100.482 409.161 0.372 0.237
鹿児島市 4.224 576.101 0.282 0.857 403.175 0.387 0.258
鹿屋市 0.833 3497716.722 3.518 5681.064 506.999 0.331 0.183
垂水市 58.458 163.423 1.458 0.021 557.037 0.442 0.432
曽於市 3.558 2106.024 0.460 71.995 408.322 0.271 0.128
志布志市 0.671 289.762 6.793 6.643 430.973 0.421 0.322
錦江町 1.389 10666.510 1.182 88.511 444.990 0.352 0.210
奄美市 0.593 23209.781 5.773 63.060 467.748 0.368 0.232
西之表市 1.917 1194.143 0.839 7.052 362.050 0.336 0.192
和泊町 1.165 58656.834 2.251 453.375 603.225 0.301 0.152
屋久島町 0.347 1478.488 33.138 57.961 352.871 0.324 0.181





































図 1 経済圏 A-Dの所得分布関数




































































































図 3 経済圏 Eの所得分布関数




















































































































































































































































































































































































表 3 経済圏 D内における平均所得の差の検定結果
曽於市 志布志市 錦江町
鹿屋市 0.19536 0.38982 0.45306
曽於市 0.80096 0.61188
志布志市 0.8801
表 4 経済圏 D内におけるジニ係数の差の検定結果
曽於市 志布志市 錦江町
鹿屋市 0.32754 0.07456 0.61238
曽於市 0.02114 0.16272
志布志市 0.24574
表 5 経済圏 D内におけるタイル尺度の差の検定結果
曽於市 志布志市 錦江町




図 6 にあるように，垂水市における所得分布は低所得層の密度が 0となっている。この推定結果は他
の地域と大きく異なっており，垂水市の所得分布を正しく推定できていない可能性がある。そのため，
以下の分析においては，垂水市と他の市町村との間における代表値の差の検定を行わないこととする。
表 3から表 5 は，経済圏 Dの各市町村間における平均所得，ジニ係数，およびタイル尺度の差につい
て，ブートストラップ法による検定の結果を示している。表の数値は p-値（両側検定）である。表 3 よ






表 6から表 8 は，経済圏 Eの各市町村間における平均所得，ジニ係数，およびタイル尺度の差につい





表 9 では，経済圏 Dと経済圏 E，経済圏 Eと経済圏 A-D，および和泊町と鹿児島市について，それら
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表 6 経済圏 E内における平均所得の差の検定結果
西之表市 和泊町 屋久島町
奄美市 0.26334 0.18232 0.20564
西之表市 0.01404 0.88152
和泊町 0.00918
表 7 経済圏 E内におけるジニ係数の差の検定結果
西之表市 和泊町 屋久島町
奄美市 0.63412 0.26554 0.56564
西之表市 0.5657 0.89162
和泊町 0.67482
表 8 経済圏 E内におけるタイル尺度の差の検定結果
西之表市 和泊町 屋久島町





経済圏 D - 経済圏 E 0.24062 0.64134 0.53486
経済圏 E - それ以外 0.81814 0.60608 0.5753
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